
参加要項

2024年 〜 8月2日(金)

□　京都駅八条口 17:30

□　新大阪駅 17:15

朝 昼 晩 朝 昼 晩

○ ○ ○
☆晩御飯は済ませてきてください。

19:20  京都駅八条口　集合
19:46　京都駅　発（新幹線のぞみ）

19:40　新大阪駅　3階　「千成びょうたん」前　集合
20:02　新大阪駅　発（新幹線のぞみ）

22:30　博多駅　着
タクシーで博多埠頭へ ○ ○ ○

起床〜朝食〜午前中の活動〜撤収作業
23:45　博多港　発（野母商船フェリー）

10:00　無人島　発（船）
○ ○ ○ 10:30　桐古里郷港　発

5:40　青方港　着 　　　　途中、昼食
　　　　車に分乗して移動 　　　　教会見学、お土産タイム、お風呂
6:30　奈良尾　着
コテージにて朝ごはん 16:00　宿にチェックイン、しおり書き
班ごとに無人島生活に向けての作戦会議 18:00　夕食

入浴/荷物整理/就寝準備
仮眠、海水浴、昼食

21:00　就寝

13:00　コテージ出発 ○ ○
13:30　桐古里郷港　発（船） 7:00　起床、着替えなど
14:00　無人島　着

8:00　朝食
無人島生活開始！！

9:00　宿出発
テント設営ができたら、あとはやりたいことをして過ごそう！ 9:55　奈良尾港　発（ジェットフォイル）
腕時計も外して、太陽と共に生活しよう！

11:05　長崎港　着
○ ○ ○ 　　　　　昼食、タクシーで移動

12:42　長崎駅　発（特急かもめ）
途中、武雄温泉駅にて乗り換え

14:14　JR博多駅　着
14:36　博多駅　発（新幹線のぞみ）

17:04　新大阪駅　着
17:15　新大阪駅　解散

17:19　京都駅　着
17:30　京都駅八条口　解散

ハイキャンプTAKAITABI

丸一日無人島生活を
満喫！！

　無人島「カズラ島」は
　こんなところ！

  去年の様子と島の
  雰囲気はこちらから！

当日の連絡先

080-1451-4192
 （担当：足立）

＊日目 月　日 スケジュール
食事

活動場所 宿泊

１日目 7月28日（日）

新大阪駅　構内図↓

旅 行 名 無人島サバイバルキャンプin上五島

旅行期間 7月28日（日）

旅行代金

小学生：京都発¥110.000（税込）
新大阪発¥108,900（税込）

中学生：京都発¥139,700（税込）
新大阪発¥137,500（税込） 集合解散

集合 解散

19:20

参加対象 小学3年生〜中学3年生 19:40

５日目
奈良尾

8月2日(金)６日目

カズラ島

上五島内

五島アドベンチャーイン
8月1日(木)

＊日目 月　日 スケジュール
食事

活動場所 宿泊

カズラ島

7月31日(水)４日目
丸一日無人島生活を

満喫！！

２日目 7月29日(月)

３日目 7月30日(火)

五島アドベンチャーイン

緊急時の対応・キャンセルについてなどの情報は、「参加の手引き」を併せてご覧ください。



参加要項

【無人島でできること】

シュノーケル、釣り、焚き火、料理、
ビーチコーミング（貝拾い）、塩作り、
アクセサリー作り、昼寝、探検　など

持ち物

＜小さいリュック＞
□ 水筒
□ ハンカチ・ティッシュ
□ 日焼け止め
□ 虫除け、虫刺されの薬
□ 常備薬、酔い止め
□ しおり（同封しています）
□ 筆記用具
□ ビニール袋小2枚
□ 
お土産代2〜3千円程度。（
財布は本人管理になります
）

（海水浴の用意）
□ 水着
□ 短パン・ 
スポーツタイツ（スパッツ）or速乾長ズボン
□ 長袖ラッシュガードor速乾長袖
□ マリンシューズor濡れてもいい靴
（サンダル不可。足元が完全に覆えるもの）
□ シュノーケル
□ シュノーケルマスク（鼻まで覆えるもの）

＜集合時の服装＞
□ 帽子　　　　  □ Tシャツ
□ 半ズボン　　□ 運動靴

＜大きなカバン＞
□ Tシャツ（速乾素材のものが好ましい）　4枚
□ 長袖（着脱しやすいもの）　1枚　
※焚き火、釣りに使用
□ 長ズボン　1枚
□ 半ズボン　2枚　（できるだけ着回します）
□ パンツ・靴下　各4枚
□ 小タオル　3枚
□ ビニール袋（大小）　※汚れた着替えなどを入れます。
□ 歯磨きセット
□ 軍手　※釣りに使用
□ 雨かっぱ　（上下セパレートのもの）
□ ヘッドライトまたは懐中電灯
（電池の予備もお持ちください）
□ サンダル（テント生活時にあると便利です）
□ 
その他、無人島で楽しむために必要なもの（万が一壊れても
大丈夫なもの）

※持ち物には必ず「名前」を書いてください。

【その他】
現地での仲間と自然の中での体験を大事にしたいので、スマートフォンは
なるべくお持ちにならないようお願いしたいです。
どうしても連絡手段としてお持ちになる場合は、キャンプ中は電源をお切り
いただきますので、ご了承くださいませ。

服装・持ち物について

（ホームページ）

【無人島での生活について】

無人島ではありますが、有人島までは船で10分ほどです。また携帯の電波も入ります
ので、緊急時はすぐに脱出できます。ですが、無人島からは人工物はほとんど見えま
せん。

とにかく大自然のきれいな海と島に囲まれて生活できることが最高です。
時間や何かに追われることなく、自分がやりたいことをとことんしていただけます。もち
ろん、仲間と協力して料理などはしなければなりません。

すべての生活を自分たちでするため、不便さやちょっぴりさみしい思いもするかもしれ
ませんが、それこそがサバイバル！普段の生活のありがたみを身をもって感じながら
、サバイバル生活を楽しんでほしいと思います。

緊急時の対応・キャンセルについてなどの情報は、「参加の手引き」を併せてご覧ください。


